
各種習い事の御案内 

平成15年 

龍源寺年間行事予定 
 

1/1    年頭祈祷 

1/3～1/4  年始挨拶 

※2/3    節分会 

※2/15  釈尊涅槃会 

※3/9 大般若・大施食会 

※3月中旬  筆供養法要 

3/18～3/24 春彼岸会 

3/23   蚕影山大祭 

※4/8    花祭り 

4/29  大施食会法要 

7/12～7/16 

   県外檀信徒棚経 

※7/23～7/24 

    子供禅の集い 

8/13～8/16 盂蘭盆会 

9/20～9/26 秋彼岸会 

※12/8  釈尊成道会 

※12/31    除夜祭 

※毎週土・日曜日 

      書道教室 

※毎週水曜日 
      定期坐禅会 

※隔週水曜日 

 梅花講稽古・華道教室 

※は本寺仁叟寺にて開催 

曹洞宗 慈雲山 松田院 龍源寺 
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華道教室 

定期坐禅会 

書道教室 

筝曲
そうきょく

教室 

梅花講（御詠歌） 
講員は現在10名。仁叟寺檀信

徒会館にて、隔週水曜日の午

後２時から４時ごろまで稽

古。指導は仁叟寺住職の妻、

恵津子女史。月謝500円。その

他講員服や梅花講道具などを

必須購入。 
会員は現在5名。仁叟寺檀信徒

会館にて、隔週水曜日の午後

６時半から約１時間ほど。梅

花講と同じく指導は仁叟寺住

職の妻、恵津子女史。月謝は

稽古内容にもよりますが、花

代込みで約3,000円程度。 

仁叟寺で一番伝統があり、規模が

大きい教室。約30年以上の歴史が

ある。高崎書道會（会長金澤子卿
かなざわしけい

 

師）所属の雅道
が ど う

会が同教室の正式

名称。指導は仁叟寺東堂の妻、テ

ル（号・晃苑
こうえん

）女史と向雲寺寺族

山内成子女史が担当。仁叟寺本堂

にて毎週土曜・日曜日の午後に稽

古があり会員は約30名。展覧会を

はじめ様々な行事も随時開催。現

在、子ども会員は新規受付を停止

中。月謝は稽古内容によります。 

現在、行っておりません。福祉施設のボラ

ンティア演奏を時々行っております。 

詳細は次項にて。毎週水曜日午後７時か

ら８時まで。指導は龍源寺住職。 

興味を持たれましたら、当寺 

もしくは仁叟寺までご連絡を！ 

電話 027-387-3080（仁） 

   027-387-5859（龍） 

FAX 027-387-8766（仁） 

   027-387-5859（龍） 

メールアドレス 

jinsouji@dan.wind.ne.jp（仁） 

ryugenji@alpha.ocn.ne.jp（龍） 

↑６月22日（日）

に行われた高崎書

道會師範会の様子 

↑梅花講稽古風景 
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山雲水月 

龍源寺探索-５- 

仁叟寺通信‐６‐ 

住職結婚式 

 前号でもお伝えしたとおり、住職の結婚

式が9月28日（日曜日、大安）に行われま

す。 

 式は『御本寺仁叟寺』にて雙林寺
そ う り ん じ

御住職

石附正賢
いしづきしょうけん

老師のお式師
し き し

のもと正午より開

式。仏前結婚式という滅多
め っ た

にないスタイル

ですので、興味のある方は是非ご来寺くだ

さい。また、披露宴は早稲田大学教育学部

教授外園豊基
ほかぞのとよちか

夫妻ご媒 酌
ばいしゃく

のもと、昨年6月

の当寺晋山結制式
しんさんけつせいしき

でもお世話になった『サンコー

72カントリークラ

ブ』にて、午後2
時よりの開宴で

す。 

 総代人はじめ寺

役員の方々など一

部檀信徒の皆様に

は招待状を送付い

する予定です。宜

しくお願いいたし

ます。 

 仁叟寺の坐禅会は、毎週水曜日午後７時から行っ

ている定期坐禅会と、その他随時
ず い じ

の坐禅会がありま

す。早稲田大学、東洋大学、小野池予備校などの各

種学校や仏教フォーラムなどの団体など毎年行って

いる坐禅会や坐禅合宿のほか、寺の行事として今年

で第22回目となる子ども坐禅会（１泊）がありま

す。 

 定期坐禅会も開始以来１年以上が過ぎました。最

近では県立榛名
は る な

高等学校の野球部の部員が精神統一

のため参加しております。地元及び遠方の方々も何

人か参加しております。興味のあるかたは、是非一

度ご参加ください。 

 今号の龍源寺探索では、『太平洋戦争

戦没者供養塔
せんぼつしゃくようとう

』について書かせていただき

ます。 

 戦没者供養塔は龍源寺だけでなく多胡地

区の戦没者供養のため、前住職大顕啓司
だいけんけいじ

代

に建立。現在でも毎年春に行われている

施食会法要
せ じ き え ほ う よ う

に併
あわ

せて、卒塔婆
そ と う ば

を建てご供養

を行っております。 

 ここ多胡地区だけでも太平洋（大東亜
だ い と う あ

）

戦争により８人が亡くなりました。戦没者

の中には、海軍として従軍しフィリピンの    

    マニラ沖で戦死をした当寺27世

大義
だ い ぎ

忠 久
ちゅうきゅう

大和

尚（渡辺忠久）

も入っておりま

す。 

 お盆の中日の8
月15日は終戦記

念日です。英霊
えいれい

に手を合わせ

て、今の平和な

時代を享 受
きょうじゅ

でき

ることに感謝を

してみてはどう

でしょうか。 

定期坐禅会の様子 

太平洋戦争戦没者供養塔 
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第７号 

檀信徒会館に絵画の寄贈 

子ども坐禅会参加者募集中 

蚕影山跡地記念碑建立
こかげさんあとちきねんひこんりゅう

 

 今年で第22回となる、『龍源寺・仁叟寺子ども坐

禅会』が７月22日（火曜日）から23日（水曜日）の

１泊２日の日程で行われます。 

 対象は小学３年生から６年生で、坐禅や法話だけ

でなく花火大会やスイカ割りなどといったレクレー

ションなども企画しております。 

 規則正しい生活の中に身を置き、禅と自然に親し

む同坐禅会を通じ、夏休みの中で子ども達に印象深

い思い出を残していただけたらと願っております。 

 詳細は同封の資料にありますので、ご一読のほど

お願い申し上げます。 

 前号でも既報
き ほ う

です

が、蚕影山の本殿が龍

源寺本堂に合祀
ご う し

されま

した。その蚕影山の

祠
ほこら

は老朽化
ろうきゅうか

著
いちぢる

し

く、撤去
てっきょ

いたしまし

た。その跡地に『蚕影

山跡地』の記念碑を建

立いたしました。 

 石碑は高さ130セン

チメートル、幅30セン

チメートルで30世住職の字で『蚕影山跡

地』と彫
ほ

ってあります。蚕影山の由緒
ゆいしょ

あ

る歴史を後世まで残していただけたらと

思っております。 

 また、この石碑は多胡石材産業株式会

社（吉井川、酒井範明
さかいのりあき

社長）のご寄進に

よるものです。この場を借りて御礼申し

上げます。 

 今年4月に亡くなられた故山田義彦氏、

碧山義賢
へきざんぎけん

信士菩提供養のためにとその遺族の方

が絵画２点を寄付してくださいました。絵画

（油絵）が趣味であった亡くなられた山田さん

は、個展を開催したりするほどの腕前でありま

した。 

 施主の山田仁氏（東京練馬）は「父の絵が皆

様のお役に立てるのは嬉しい。きっと亡くなっ

た父も喜んでくれていると思います。」と話し

ていました。 

 同絵画のサイズは30号（縦約73センチメート 

      ル、横約91センチメートル）と大

きなもの。１  

つは秋の京都の寺

庭を描いた絵。も

う１つは能登（石川県）の棚田を描いた作

品です。両作品共に現在、当寺長屋門会館

にて飾ってあります。 

→

蚕

影

山

跡

地

の

記

念

碑 

←

昨

年

の

上

毛

新

聞

記

事

よ

り 

←能登
の と

（石川

県）の棚田
た な だ

 

→秋の京都

の寺庭 



曹洞宗 慈雲山 松田院 龍源寺 

行雲流水（編集後記）     
編集人 住職 渡辺龍道  

役員交代について 
 総代長  宇佐美源吾 氏 （多 胡） 

 総 代  田端 良作 氏 （多比良） 

  仝   小林  茂 氏 （矢 田） 

 役 員  白田 智志 氏 （松 田） 

  仝   杉田  彰 氏 （松 田） 

  仝   田中 忠男 氏 （多 胡） 

  仝   神部  清 氏 （多 胡） 

  仝   木村 照夫 氏 （矢 田） 

 ※平成15年4月29日より同役を委嘱。 

龍源寺護持運営のため、宜しくお願い致します。 

盂蘭盆会棚経
うらぼんえたなぎょう

について 
 今年も、お盆の時期が近づいて参りました。当寺ではお盆廻り（棚経）を、①新盆該当檀信

徒 ②当寺総代役員檀信徒 ③棚経希望檀信徒 の家々で行っております。棚経希望者は現在

まだまだ受付中です。当寺まで御一報のほど宜しくお願いいたします。なお、8月13日は盆迎

えです。当寺本堂に安置してあります施食棚よりお盆様を迎えにお参りください。 

 

盂蘭盆会日程 

８月13日（水曜日） お盆迎え  

  14日（木曜日） お盆廻り（棚経） 

  15日（金曜日） 同（終戦記念日） 

  16日（土曜日） お盆送り 

※ 東京横浜地区では、その地域の慣習に沿い、７月にお盆を行います。 

 段々と蒸し暑くなって参りました。ここ龍源寺

では虫とカエルの鳴き声が初夏を告げておりま

す。 

 さて、龍源寺前を流れる小川「西谷川
にしやつがわ

」はホタ

ルが大量に出ることでも知られております。時期

は毎年６月中旬から７月初旬ごろ。全て天然のゲ

ンジボタルで暗くなる午後７時ごろからが見ごろ

です。 

 また、子ども坐禅会はじめ新旧盂蘭盆会など行

持が続きます。暑さに負けないよう気を引き締め

ていこうと思っております。 ↑ゲンジボタル 


